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大　谷　琴　美

木　下　有結奈

舩　山　美　波

平　野　貴　大

畑　中　結　衣

鈴　木　槙　矩

人　目　龍　馬

岩　﨑　心　音

赤　坂　夏　毅

橋　本　昇　和

濵　路　孝　介

川　上　瑛　虎

（前月比+3）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）

（54.2%）

（87．6%）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（57．1%）
（80．7%）
（52．5%）

1,030／約1,900

113／129
148／181
35／037
216／260
110／129
44／077
213／264
191／364

８月末現在（前月比） ８月中の異動
（＋３人）
（－６人）
（－３人）
（－１世帯）

６，８４３人
７，４５３人
１４，２９６人
４，７３２世帯

１２人
１１人
１９人
２３人

こ と み

あ ゆ な

み な み

たかひろ

ゆ い

し ん く

りょうま

こ こ ね

な つ き

しょうわ

こうす け

ひでとら

　このほど、和歌山地方法務局と県人権擁護委員連合会が、人権
啓発活動の一環として、県内の小学校を対象に行った第28回「人
権の花運動」で、高城小と清川小が奨励賞を受賞しました。（95校
が応募）

全日本武道錬成大会で団体、組演武すべて入賞

「人権の花運動」で、高城小・清川小が奨励賞受賞

P2
P3
P4～
P6～
P8
P9～
P13
P14～

岩代小学校新校舎完成
町一斉防災訓練
平成22年第3回定例町議会ほか
まちのほっとニュース
としょかん通信
くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー
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　８月７日（土）、東京・日本武道館で全日本少年少女武道（少林寺
拳法）錬成大会が行われ、南部支部から出場した小学生の団体演
武１団体と組演武９組すべてが入賞しました。
　組演武では、５組が出場コートで1位になり、小学生１～３級の部
で児玉悠・森忠大組が、最高得点を獲得して優秀演武を披露しまし
た。同支部から入賞したのは、次の皆さんです。
【団体演武】井上崚・中野公稔・宮本大暉・花本侑翼・雛倉一愛・中
川七海・宮﨑李聖・岡本亜花梨　
【組演武】児玉悠・森忠大、南部慶道・小谷晃喜、上野雄輝・小谷啓
介、小西翔太・杉本侑亮、上野恵吾・尾﨑歩夢（以上コート最高得
点）、山ノ内大雅・阪口稜真、森星奈・出口皓喜、中川弘陸・畑垣聖、
小西悠介・沖見史哉　〔敬称略〕

南部支部の選手の皆さん

▲高城小学校の子どもたち ▼清川小学校の子どもたち

栗　山　う太の
汐　崎　亀太郎
大　木　那賀江
下　浦　クニヱ
山　本　由　江
有　本　史　朗
井　出　スギヱ
勇　惣　　辨
　　野　　勉
中　松　真理子

岩代小学校岩代小学校 新校舎ができました！新校舎ができました！
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岩
代
小
学
校
は
、
昭
和

30
年
に
建
設
さ
れ
、
そ
の

後
昭
和
41
年
と
58
年
に
増

築
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至

っ
て
い
ま
し
た
が
、
校
舎

の
老
朽
化
が
進
み
、
平
成

11
年
に
行
っ
た
耐
力
度
調

査
で
は
危
険
校
舎
と
認
定

さ
れ
、
改
築
が
急
が
れ
て

い
ま
し
た
。

　

校
舎
改
築
に
つ
い
て

は
、
平
成
16
年
10
月
の
町

村
合
併
に
際
し
、「
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
で
学

校
教
育
充
実
の
施
策
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
事
業
で
あ

り
、
校
舎
改
築
事
業
を
整

備
し
て
い
く
た
め
「
岩
代

小
学
校
校
舎
改
築
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
て
検
討

を
重
ね
、
新
校
舎
建
築
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
２
階
建

屋
外
イ
ベ
ン
ト
広
場

多
目
的
ホ
ー
ル

２
階
ホ
ー
ル

～
紀
州
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
学
び
の
空
間
～

木
の
香
り
と
ぬ
く
も
り
に
満
ち
て
い
ま
す

　

平
成
21
年
11
月
よ
り
建
築
し
て
い
ま
し
た
、
岩
代
小
学
校

の
新
校
舎
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
新
校
舎
の
完
成

を
祝
っ
て
、10
月
２
日
（
土
）
に
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

岩
代
小
学
校
新
校
舎
が
完
成
！

岩
代
小
学
校
新
校
舎
が
完
成
！

て
、床
面
積
は
２
０
２
３
㎡
で
、

旧
校
舎
に
比
べ
約
１
・
３
倍
の

広
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
階
に
は
、
教
室
４
室
、
多

目
的
ホ
ー
ル
、
校
長
室
、
職
員

室
な
ど
を
設
け
、
２
階
に
は
、

教
室
３
室
と
特
別
活
動
室
、
図

書
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た

１
階
に
あ
る
屋
外
イ
ベ
ン
ト
広

場
は
、
雨
の
日
も
集
会
や
遊
び

場
と
し
て
多
目
的
に
使
用
で
き

ま
す
。

　

校
舎
の
内
装
は
、
紀
州
材
を

使
っ
て
木
質
化
し
て
お
り
、
児

童
た
ち
に
木
の
温
も
り
と
安
ら

ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
校
舎
の
造
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
整
備
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま

す
が
、
来
年
度
ま
で
に
は
出
来

上
が
る
予
定
で
す
。

　

８
月
に
校
舎
が
完
成
し
、
児

童
た
ち
は
２
学
期
か
ら
新
校
舎

で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

新
し
く
落
ち
着
い
た
校
舎
で
、

児
童
た
ち
の
元
気
な
声
が
教
室

か
ら
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
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９
月
５
日
（
日
）、
町
は
第

６
回
町
内
一
斉
防
災
訓
練
を
実

施
し
、
４
５
９
０
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
区
の
平
均
参
加
率
は

約
32
％
で
、
中
で
も
気
佐
藤
区

は
57
％
と
高
い
参
加
率
で
、
次

に
西
本
庄
区
・
島
之
瀬
区
及
び

名
之
内
区
が
共
に
48
％
で
し

た
。
参
加
者
の
内
訳
は
、
成
人

男
性
１
８
９
２
人
、
成
人
女
性

２
０
６
５
人
、
高
校
生
以
下
の

児
童
生
徒
６
３
３
人
で
す
。

　

当
日
の
訓
練
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
避
難
場
所
へ
の
参
集
訓
練
が

主
で
し
た
。
ま
た
、
参
集
訓
練

の
後
、
数
多
く
の
区
が
、
日
高

広
域
消
防
本
部
や
地
元
消
防
団

な
ど
の
応
援
を
得
る
な
ど
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し

た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

も
の
は
、消
火
訓
練
（
消
火
器
、

可
搬
式
ポ
ン
プ
）、
負
傷
者
な

ど
の
救
護
訓
練
、
簡
易
式
ト
イ

レ
作
成
講
習
会
、
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
東
岩
代
区
と
西
岩
代

一
斉
防
災
訓
練
に
４
５
９
０
人
参
加

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
共
助
の
た
め
に

区
で
は
、
８
月
29
日
、
南
海
地

震
に
よ
る
津
波
を
想
定
し
た
初

期
対
応
訓
練
を
初
め
て
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
両

区
役
員
、
消
防
団
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
、紀
州
梅
の
郷
救
助
隊
、

区
民
の
約
１
６
０
人
で
す
。
参

加
者
は
、
訓
練
開
始
の
合
図
で

各
指
定
場
所
に
避
難
し
、
区
役

員
や
代
表
者
が
安
否
確
認
と
情

報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
岩
代

公
民
館
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
区
役
員
な
ど
が
災
害
発

生
時
の
役
割
分
担
な
ど
を
決
め

ま
し
た
。
消
防
団
は
、
公
民
館

に
集
合
し
て
配
置
、
出
動
態
勢

を
と
り
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は

炊
き
出
し
な
ど
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
、
町
職
員
の
防

災
訓
練
で
、
実
災
害
を
想
定
し

た
図
上
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
初
災
か
ら
約
２
時
間
ま
で

の
初
期
対
応
訓
練
と
し
て
、
午

前
８
時
30
分
災
害
対
策
本
部
を

設
置
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た

被
害
状
況
を
各
部
署
へ
伝
達

し
、
部
署
単
位
で
被
害
情
報
の

収
集
や
情
報
伝
達
の
確
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
れ
愛

セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
師
の
協
力

を
得
て
、
実
際
に
救
護
所
を
開

設
し
て
、
重
傷
者
や
軽
傷
者
へ

の
対
応
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
ひ
と
り
の
力
で
は

乗
り
越
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
、
地
域
で
の
連
帯
感
を
深

め
る
こ
と
が
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

南部小の免震構造装置の見学（芝区）消火器を使用して初期消火訓練（新庄区）

「災害時のトイレに関する知識、
簡易式トイレの作り方」講習会（東吉田区）

可搬式ポンプを使用して消火訓練（新町区） 負傷者などの救護訓練（気佐藤区）

炊き出し訓練
（東岩代区・西岩代区婦人防火クラブ） 災害対策本部を設置（東岩代区・西岩代区）

救護所を開設しての訓練
（ふれ愛センター）



5 4

平
成
22
年
第
３
回
定
例
町
議
会

 
平
成
21
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
町
議
会
が
、
９
月
６
日
（
月
）
か
ら
17
日
（
金
）
ま
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
（
会
期
は
12
日
間
）。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
案
10
件
、
平
成
22
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
13
件
、
承
認
２
件
、
報
告
１
件
が

上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定
、
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
認
定

項　　　目 補　正　額 主　　な　　内　　容

議 会 費 △２０６万５千円 人件費組替（※）による減

総 務 費 △９２８万４千円 人件費組替による減、生涯学習基金積立金 100 万円ほか

民 生 費 １７１万６千円 地域生活支援事業委託料 78 万円ほか

衛 生 費 １７０９万５千円 予防接種委託料 506 万 8 千円ほか

農 林 水 産 業 費 ４０１万８千円 道免池余水吐復旧工事費 400 万円ほか

商 工 費 ３万６千円 人件費組替による増

土 木 費 １億１７４７万９千円 猪野・井之台住宅改修工事請負費 7750 万円ほか

消 防 費 ３３９万１千円 島之瀬地区消防用送水管布設工事請負費 250 万円ほか

教 育 費 ６７８万５千円 森林体験指導委託料 50 万 9 千円、人件費組替による増ほか

公 債 費 ３億４４６７万１千円 繰り上げ償還に伴う町債償還元金ほか

災 害 復 旧 費 ７５８０万円 農地・農業用施設災害復旧工事請負費 6000 万円ほか

歳 出 合 計 ５億５９６４万２千円

　

一
般
会
計
と
、
次
の
９
特
別

会
計
の
平
成
21
年
度
歳
入
歳
出

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
く

わ
し
い
内
容
は
、
広
報
11
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
、
老
人
保
健
、
介
護
保

険
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
公

共
下
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事

業
、
水
道
事
業

◎
承
認

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
22
年
度
の
税
制
改
正

に
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
、
非
自

発
的
失
業
者
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の

平成２２年度一般会計補正予算（第４号）　歳出補正額と主な内容

〔（※）人件費組替は、今年４月の職員人事異動に伴い、項目間で行われました。〕

創
設
に
伴
い
、
月
割
課
税
に
よ

る
減
税
を
講
ず
る
条
例
改
正
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
扶
養
手
当
法
に
お
い
て

父
子
家
庭
が
対
象
と
な
る
改
正

が
行
わ
れ
た
の
に
伴
い
、
消
防

団
員
等
に
係
る
年
金
た
る
損
害

補
償
と
児
童
扶
養
手
当
等
に
関

す
る
条
例
改
正
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

（
こ
の
２
条
例
改
正
は
、
施
行

日
と
の
関
係
上
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
を

行
い
ま
し
た
。）

◎
議
案

■
井
之
台
地
区
改
良
住
宅
建

替
（
Ｄ
棟
）
建
築
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社
濱

本
組
（
田
辺
市
）
と
７
９
８
０

万
円
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

職
員
給
与
の
差
し
引
き
支
給

に
関
す
る
根
拠
を
整
備
す
る
条

例
改
正
が
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
職
員
の
育
児
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

職
員
の
育
児
休
暇
等
に
関
す

る
措
置
の
拡
充
を
行
う
条
例
改

正
が
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
５
９
６
４
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
89
億

５
５
４
万
２
千
円
と
す
る
こ
と
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◎
報
告

■
平
成
21
年
度
財
団
法
人
み

な
べ
町
開
発
公
社
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
並
び
に
平
成

22
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

報
告
に
つ
い
て

　

同
開
発
公
社
の
そ
れ
ぞ
れ

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
５
７

５
４
万
４
千
円
、
県
支
出
金
７

０
４
１
万
２
千
円
、
繰
越
金
３

億
６
４
７
８
万
６
千
円
、
町
債

６
４
７
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
下
表
の
通
り

で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
１
６
万
４
千
円

を
追
加
し
、
総
額
19
億
１
０
３

６
万
６
千
円
と
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
療
養
給
付
費
等
交

付
金
３
１
６
万
７
千
円
、
繰
越

金
61
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
は
、
退
職
被
保
険
者
等

高
額
療
養
費
３
１
６
万
７
千
円
、

一
般
被
保
険
者
高
額
介
護
合
算

療
養
費
95
万
円
な
ど
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
２
９
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
11
億
７
５

６
９
万
４
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
支
払
基
金
交
付
金

１
９
３
万
２
千
円
、
繰
越
金
１

１
９
８
万
３
千
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
は
、
高
額
医
療
合
算
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
６
４
４
万
１
千

円
、
国
県
等
精
算
返
還
金
１
０

８
５
万
７
千
円
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
２
万
２
千

円
を
減
額
し
、
総
額
２
億
９
２

４
１
万
６
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
△
１
２
２

万
２
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
農
業
集
落
排
水
事

業
費
で
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
等
減
額
の
△
１
２
２
万
２
千

円
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
６
７
８
万
円
を

追
加
し
、
総
額
９
億
７
２
９
５

万
９
千
円
と
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
△
９

２
５
万
円
、
町
債
２
８
２
０
万

円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
は
、
建
設
事
業
委
託
料

の
減
額
△
２
６
０
０
万
円
、
管

路
布
設
工
事
費
４
０
０
０
万

円
、
水
道
移
設
補
償
費
６
０
０

万
円
な
ど
で
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
予
算
に
お
い
て
、
水
道

管
移
設
補
償
費
の
減
額
に
伴
う

財
源
更
正
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

資
本
的
収
入
を
２
１
０
０
万

円
増
額
し
、
収
入
合
計
１
億
２

９
６
１
万
７
千
円
と
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
内
容
は
、
公
共
下
水
道

工
事
に
伴
う
水
道
管
本
設
工
事

負
担
金
で
す
。

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開

設
（
そ
の
２
）
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

株
式
会
社
大
木
建
設（
熊
岡
）

が
行
っ
て
い
る
同
工
事
の
請
負

契
約
額
に
つ
い
て
、
８
８
３
万

５
０
０
円
を
増
額
し
６
４
６
５

万
７
９
５
０
円
で
変
更
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
岩
代
漁
港
漁
港
施
設
整
備
工

事
（
１
号
の
５
）
請
負
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

有
限
会
社
宮
崎
組（
西
岩
代
）

が
行
っ
て
い
る
同
工
事
の
請
負

契
約
額
に
つ
い
て
、
１
６
２
５

万
４
千
円
を
増
額
し
１
億
４
８

３
万
２
千
円
で
変
更
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
和
解
に
つ
い
て

　

臨
時
職
員
が
起
こ
し
た
強
制

わ
い
せ
つ
未
遂
事
件
に
つ
い

て
、
和
解
を
行
う
こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。　上下水道課ではただ今、旧南部町内区域を

対象に、水道メーターの設置状況などの調査
を行っています。
  この調査は、水道管などの施設を適正に維持
管理することを主な目的とした水道マッピン
グシステムを整備するためのものです。
　調査は、道路上から利用者宅の水道メーター
付近まで実施するため、調査員 ( 委託業者 ) が
宅地内に立ち入らせていただきます。皆さま
のご理解とご協力をお願いいたします。
■調査員は｢身分証明書｣を携行しています。
■調査料等はかかりません。
■調査期間　９月中旬～来年３月下旬
■委託業者　㈱管路管理 関西支店
■問合先　上下水道課・水道係（℡72-3085）

ただ今、旧町内で
水道メーター調査を実施中

井
之
台
地
区
改
良
住
宅

建
替（
Ｄ
棟
）建
築
工
事

Ａ棟
B棟 C棟

D棟



7 6

今年も元気！ふれあい長寿のつどい

幼児の食育を学ぶ

　９月８日（水）、高城保育所年長児１４人が近くの特別養護
老人ホーム梅の里を訪れ、歌を披露して長寿を祝いました。

　９月17日（金）、愛之園保育園の園児たちが、埴田区内の

　９月12日（日）、清川公民館で、実行委員会主催による清
川地区敬老会が、開催されました。75歳以上の方74人が参
加して、食事や歌、踊りなどを楽しみました。
　式典で長寿をお祝いした後、清川保育所の園児が合奏
や歌を披露し、会場の参加者もかわいい歌声に笑顔で拍
手を送っていました。

　９月９日（木）、南部保育所で「おじいちゃん・おばあちゃん一緒に
遊ぼう！」が催され、約30人の祖父母が参加しました。
　初めに、すみれ・あやめ組の園児たちが歌を披露しました。そし
て、みんなで自己紹介をした後、ふれあい遊びや手遊びなどを楽し
みました。遊びでは、おじいちゃんおばあちゃんも園児たちと一緒に
なってふれあい、とても楽しそうでした。
　また、園児から歌にあわせて肩たたきや、手作りの眼鏡ケースの
プレゼントなどもありました。

　運動会シーズンの９月18日（土）、上南部小
学校で運動会が行われました。
　「流した汗は努力の証　はばたけ上小魂」
をテーマに、演技が始まりました。
　まだまだ暑い中、児童たちは訪れた保護者
などの応援を受けて、徒競走や綱引き、騎馬
戦、ダンス、組体操など、一生懸命がんばって
いました。徒競走やリレーなどの競技では、ク
ラスメートや保護者などから、盛んに声援が
送られました。また、保護者による地区対抗綱
引きもあり、力がこもる熱戦でした。

おじいちゃん・おばあちゃんと楽しいひととき！

　ふれ愛センターでは、妊娠中や育児中のお母さんたちの交流
会を、毎月行っています。９月10日（金）には、「心と身体を育て
る食」が開催されました。講師は、田辺保健所の嶋西千晶さん
で、幼児の食育について学びました。幼児期は、食事のリズムの
基礎をつくる大切な時期で、食べる意欲を大切にして、食の体
験を広げていくことが大切ということです。食育のポイントとし
て、●生活リズムは朝ごはんから●おやつも食事の一部●旬の
食べ物を大切に、などがあげられました。参加したお母さんたち
は、食育について学んだ後、子どもと一緒に試食しながら、バラ
ンスのとれた食事についてアドバイスなどを受けました。

保育園児が敬老訪問

清川保育所園児が敬老会で合奏

運動会が始まりました

　８月１９日（木）、南部中学校で心肺蘇生法の講習会が開かれ、３年生
７０人が受講しました。生徒たちはビデオで蘇生法について学んだあと、
日高広域消防南部分所の職員の指導で、人工呼吸の仕方やＡＥＤの使
い方などを実習しました。その後、応急手当員初級コースの試験が行わ
れ、参加者全員がこの資格を取得しました。

　平成22年度元気！ふれあい長寿のつどいが、９月２日（木）３日（金）の両日、紀
州みなべロイヤルホテルで開催されました。
対象者は町内の75歳以上の方で、2236人のうち646人が参加されました。
　参加者の中で最高齢者は、２日は西本庄の井口正雄さん（95歳）、３日は新庄
の森トミエさん（93歳）です。

南部中で心肺蘇生法講習会～高城保育所では～ ～愛之園保育園では～

　参加された皆さんは、式典の後、昼食
をとりながら、にぎやかに歓談し、交流を
深めていました。また、舞台での芝居や
演歌歌謡ショーなどを楽しみ、楽しい
ひとときを過ごしました。

園児たちは、歌
を合唱した後、
一緒に玉入れな
どをして楽しみ、
最後にみんなで
作った絵をプレ
ゼントしました。

ひとり暮らしのお年
寄り25人のお宅を
訪問して、観葉植
物を植えた鉢をプ
レゼントしました。
鉢は、園児たちが
ペットボトルを利用
し、飾りつけなどを
して作りました。
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して作りました。
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●ストーリーセラー（有川浩）
●逸脱（堂場瞬一）●図書館
からはじまる愛（P・ヴェンカトラ
マン）●まちがったっていい
じゃないか（森毅）●６０歳から
の現実（６０歳からの未来を考
える会）●新魚類解剖図鑑
（木村清志監修）●もちもちふ
わふわ米粉の蒸しパン（上田
まり子）

　歌手の一青窈が、歌人俵
万智に、一年半、短歌の実作
レッスンを受けました。的確で
わかりやすい指導を受け、推
敲しながら、自分らしさを出し
た短歌を作って行く様子は、
短歌のおもしろさや言葉の不
思議さを伝えてくれます。●熱と温度（福田義一）●星

と伝説（野尻抱影）●外国か
ら来た魚（松沢陽士）●阿修
羅のジュエリー（鶴岡真弓）
●バク転　完全攻略本（吉田
哲郎監修）●言葉はなぜ生ま
れたか（岡ノ谷一夫）●わす
れんぼライリー、大統領になる
（ミルズ）●くじらの歌（オルレ
ブ）●べべべんべんとう（さい
とうしのぶ）

●おすしのさかな●わたしは
売られてきた（パトリシア・マ
コーミック）●すきがいっぱい
（ガース・ウィリアムズ）

　工事のくるま、でんしゃ、ひこうき――おはなしコー
ナーの乗りもののところは、いつも常連さんがいます。
いつも見るものの他にも、ちょっとくわしい本、乗りもの
が出てくるお話の本なども並びますから、見てね！　借
りてね！

　鉄道ブームで、鉄男くん、鉄子さん、撮り鉄、乗り鉄
と、鉄道マニアは急増中です。鉄道の歴史や駅めぐ
りの本、写真集など鉄道の魅力たっぷりの本を紹介
します。

「鉄道」

「乗りもの、大好き！」

10月13日（水）

74-3283
72-1410

矢吹申彦　（評論社）
　「こどもたちのオーケストラ
入門」という曲を、パートごとの
練習から始まって、舞台で演
奏するまで。楽器の特徴や、演
奏会当日の楽団員の一日な
ど、落ち着いたイラストと簡潔
な説明がとても分かりやすい
一冊です。

こ
ど
も
た
ち
の

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
門

短
歌
の
作
り
方
、教
え
て
く
だ
さ
い

俵
万
智・一
青
窈

　

（
角
川
学
芸
出
版
）

　一番上のお姉ちゃんが、交
通事故でなくなった。それから
両親は、お酒を飲んでけんか
をするし、弟は、僕のせいでお
ねえちゃんがなくなったと自分
を責めるし。このままでは家族
が壊れる！と、わたしは思わ
ずおばあちゃんに助けを求め
た。

今
村
葦
子 

（
理
論
社
）

午後３時から

●無言館はなぜつくられたの
か（野見山暁治・窪島誠一郎）
●ナメクジ（宇高寛子・田中
寛）●忍び音（鈴木英治）

ひ
と
り
た
り
な
い

松下恭子作品展 『お茶会』

皆さんの力作を展示します。見に来てください。

埴田在住のイラストレーター、松下さんの楽しい
作品展です。

小さな絵本＆ラミネートしおり展

８
月
25
日
、
夏
の
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

に
、
31
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
安
岡

加
代
子
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

◆日時：10月１日（金）～10日（日）
◆場所：ゆめよみ館１階展示コーナー

◆10月18日（月）～20日（水）上南部分館
◆10月21日（木）～24日（日）ゆめよみ館

カレンダー

１日（金）松下恭子作品展（～10日）

30日（土）おはなし会（14:00～）
29日（金）休館（月末整理日）

28日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）

25日（月）休館

23日（土）ビデオ上映会（10：30～）
おはなし会（14:00～）

18日（月）休館
16日（土）おはなし会（14:00～）

14日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）

12日（火）休館
11日（月）休館（体育の日）
９日（土）おはなし会（14:00～）
４日（月）休館

２日（土）わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）
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『
地
籍
調
査
事
業
』に
つ
い
て

　

本
年
度
も
次
の
地
区
で
、
地

籍
調
査
事
業
の
境
界
立
会
及
び

測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
又
は
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
事
業
の
内
容
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
現
地
立
会
い
等
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
中
旬
よ
り
順
次
、

現
地
立
会
い
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
（
日
程
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
土
地
所
有
者
、
関
係
者

の
皆
様
に
、
委
託
業
者
よ
り
直

接
ご
案
内
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。）

■
実
施
地
区

○
山
内
の
一
部
（
字 

井
ノ
谷
口
・

野
上
・
笹
尾
・
桜
口
・
畔
之
内
・

脇
・
形
部
・
五
反
奥
）

○
西
岩
代
の
一
部
（
字 
小
谷
・

岡
・
蓮
華
谷
・
坂
本
・
石
ケ
坪
・

芝
垣
内
・
登
田
・
尾
ケ
坪
・
藤
谷
）

○
熊
岡
の
一
部
（
字 

西
ヶ
坪
・

河
原
畑
・
硲
原
・
角
佛
・
池
ノ

尻
・
畠
ヶ
谷
・
堤
ヶ
内
・
念
佛
免
・

高
原
田
・
畑
崎
・
山
角
）

○
滝
の
一
部
（
字 

樫
山
・
田
中
・

土
明
・
西
・
懸
畑
・
才
之
上
・

井
之
谷
口
・
流
田
）

○
高
野
の
一
部
（
字 

井
ノ
谷
口
・

下
高
野
口
・
下
高
野
前
・
下
高
野
・

下
川
・
城
山
・
木
硲
・
矢
無
平
・

下
井
平
・
大
楠
口
・
猿
谷
垣
内
・

下
は
げ
・
芝
・
東
垣
内
・
宮
ノ
向
・

井
戸
尻
・
多
幸
羅
）

　

ま
た
、
島
之
瀬
区
内
（
字 

中

髭
・
鳥
居
田
）
及
び
東
神
野
川

区
内
（
字 

五
味
田
・
船
越
・
出
合
・

串
・
湯
ノ
下
・
下
別
當
・
上
別
當
・

蟇
田
・
古
垣
内
・
下
安
平
・
中

安
平
・
上
安
平
・
市
薮
・
楷
）
で
、

委
託
業
者
が
、
来
年
度
の
立
会

作
業
の
た
め
、
基
準
点
の
測
量

作
業
を
実
施
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

10
月
22
日
に
も
行
政
相
談
開
設

建
設
課（　
74
━
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

※
狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
へ

　

調
査
及
び
測
量
の
期
間
中

（
平
成
22
年
10
月
～
平
成
23
年

３
月
）、
山
間
部
で
の
作
業
も

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
行
政
機
関
が

行
う
仕
事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
「
困
っ
て
い
る
」「
こ

う
し
て
ほ
し
い
」
こ
と
の
相
談

を
受
け
る
も
の
で
す
。
町
で
は
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
毎
月
、
人
権
相
談
、
登

記
相
談
（
随
時
）
と
合
同
で
、
行

政
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
、

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
日
は
、
広
報
「
暮
ら
し

の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
お
確

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

10
月
18
日
～
24
日
は
秋
の
行
政
相
談
週
間

　

10
月
15
日
、行
政
・
人
権
・
登
記
相
談
開
設

　
　

～
き
き
ま
す
、と
ど
け
ま
す
、あ
な
た
の
声
を
行
政
に
～

か
め
く
だ
さ
い
。
町
内
一
斉
放

送
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
は
、
行
政
・
人
権
・

登
記
相
談
を
、
15
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で

役
場
第
１
庁
舎
で
開
設
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
週
間
中
の

10
月
22
日
（
金
）
に
も
、
高
城
公

民
館
と
清
川
公
民
館
で
行
政
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で
。）



（上南部分館）

（水道係）

（下水道係）
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各
保
育
所（
園
）

◆
入
所
（
園
）
対
象
児

　

小
学
校
入
学
前
ま
で
で
、

●
お
う
ち
の
人
全
員
が
、
昼
間

外
に
働
き
に
行
っ
て
い
る
。

●
お
う
ち
の
人
が
家
に
い
る
が
、

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
だ
け
で

は
保
育
が
難
し
い
お
子
さ
ん
。

◆
募
集
す
る
保
育
所

◇
南
部
保
育
所

　
（
東
吉
田
・
℡
72
─
４
５
２
０
）

◇
上
南
部
保
育
所

　
（
西
本
庄
・
℡
74
─
３
０
２
２
）

◇
高
城
保
育
所

　
（
広
野
・
℡
75
─
２
０
４
４
）

◇
清
川
保
育
所

　
（
清
川
・
℡
76
─
２
２
５
１
）

◇
愛
之
園
保
育
園

　
（
埴
田
・
℡
72
─
２
３
７
１
）

◇
ひ
か
り
保
育
所

  
来
年
度
入
所（
園
）希
望
児
を
募
集
！

保
育
所（
園
）＆
幼
稚
園
が

か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）

教
育
学
習
課（　
74
━
２
１
９
１
）

TELTEL

　

町
内
の
各
保
育
所
（
園
）
と
幼
稚
園
が
、
来
年
度
入
所

（
園
）
希
望
児
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
入
所
（
園
）
を
希
望
さ
れ
る
お
う
ち
の
皆
さ

ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
（
東
岩
代
・
℡
72
─
３
０
１
９
）

◆
申
込
受
付
期
間

　

10
月
４
日（
月
）～
22
日（
金
）

◆
提
出
書
類

◇
入
所
（
園
）
申
込
書

◇
就
労
証
明
書

　

※
申
込
書
や
募
集
案
内
書
な

ど
は
、
左
記
の
申
し
込
み
先
に

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
募

集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
先

◇
各
保
育
所

◇
役
場
第
１
庁
舎
（
芝
）・
第
２

庁
舎
（
谷
口
）
の
住
民
環
境
課

窓
口

◆
問
い
合
わ
せ
先

◇
第
１
庁
舎
住
民
環
境
課　
　

　
（
℡
72
─
２
１
６
１
）

南
部
幼
稚
園

◆
募
集
人
員

年
長
児
（
平
成
17
年
４
月
２
日

～
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
35

人
（
在
園
児
除
く
）

年
中
児
（
平
成
18
年
４
月
２
日

～
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
３

人
（
在
園
児
除
く
）

年
少
児
（
平
成
19
年
４
月
２
日

～
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
20

人※
募
集
人
員
を
越
え
た
と
き
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　

10
月
４
日（
月
）～
22
日（
金
）

◆
入
園
願
書
提
出
先

◇
南
部
幼
稚
園

　
（
片
町
・
℡
72
─
２
３
５
８
）

◇
教
育
学
習
課

　
（
谷
口
・
℡
74
─
２
１
９
１
）

※
入
園
願
書
は
、
南
部
幼
稚
園
、

教
育
学
習
課
、
住
民
環
境
課
窓

口
、
高
城
公
民
館
、
清
川
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。

◆
参
考　

入
園
料
（
３
０
０
０

円
）必
要
。就
園
奨
励
費
制
度
有
。

降
園
後
の
預
か
り
保
育
有
。

〔
預
か
り
保
育
→
年
中
・
年
長
児

対
象
。
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

の
保
育
終
了
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
。
費
用
は
別
途
必
要
。
４

月
と
長
期
休
業
中
は
未
実
施
〕

学
校
法
人　

白
梅
幼
稚
園

　

学
校
法
人
・
白
梅
幼
稚
園
（
晩

稲
）
も
、
左
記
の
通
り
来
年
度

入
園
希
望
児
を
募
集
し
ま
す
。

◆
定
員

年
少
組
（
３
歳
児
）
15
人
程
度

　
（
来
年
度
途
中
で
３
歳
に
な
る

お
子
さ
ん
も
、
随
時
入
園
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
）

年
中
組
（
４
歳
児
）
20
人
程
度

年
長
組
（
５
歳
児
）
25
人
程
度

◆
申
込
受
付
期
間

来
年
１
月
末
ま
で

◆
申
し
込
み
先

学
校
法
人
・
白
梅
幼
稚
園

来
年
度
新
入
学
児
の
就
学
時
健
診
実
施

（
℡
74
─
３
２
３
１
、
Ｆ
ａ
ｘ
74

─
８
０
１
６
）

◆
参
考　

入
園
料
は
不
要
で
す
。

私
立
就
園
奨
励
費
制
度
が
あ
り

ま
す
。

◇
休
園
日　

日
曜
日
、
祝
日
、

第
２
・
第
４
土
曜
日
、（
長
期
）春
・

夏
・
冬
休
み

◇
保
育
時
間
な
ど　

▽
朝
８
時

ご
ろ
開
門
～
降
園
は
午
後
３
時

（
土
曜
日
は
午
前
11
時
）、
▽
降

園
後
の
預
か
り
保
育
有
（
午
後

４
時
ま
で
）
▽
給
食
有
（
副
食

の
み
）
▽
土
曜
登
園
日
は
、
園

庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
、
町
立
小
学
校

へ
の
新
入
学
予
定
児
童
の
就
学

時
健
康
診
断
（
内
科
・
歯
科
・

知
能
検
査
な
ど
）
を
、
次
の
通

り
行
い
ま
す
。

◆
対
象
児
童

　

平
成
16
年
４
月
２
日
～
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ

◆
各
校
の
実
施
日
時

●
上
南
部
小
学
校

　

10
月
27
日
（
水
）

　

受
付　

午
後
１
時
～

●
岩
代
小
学
校

　

10
月
５
日
（
火
）

受
付　

午
後
１
時
20
分
～

●
南
部
小
学
校

　

10
月
26
日
（
火
）

　

受
付　

午
後
１
時
～

●
高
城
小
学
校

　

10
月
27
日
（
水
）

　

受
付　

午
後
１
時
～

●
清
川
小
学
校

　

11
月
10
日
（
水
）

　

受
付　

午
後
１
時
15
分
～

　
（
新
入
学
予
定
児
童
の
家
庭
へ

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
）

　

く
わ
し
く
は
、
教
育
学
習
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

  
特
別
徴
収
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る

給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
、
毎

月
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に

支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税
（
市

町
村
民
税
＋
県
民
税
）
を
徴
収

（
天
引
き
）
し
、
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

■
地
方
税
法
や
町
税
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
事
業
者
は
、
原
則

と
し
て
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務

者
と
し
て
、
住
民
税
の
特
別
徴

収
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
給
与

支
払
報
告
書
を
各
市
町
村
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

該
給
与
支
払
報
告
書
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
お
い
て
、
提
出

し
な
か
っ
た
事
業
者
又
は
虚
偽

の
記
載
を
し
た
事
業
者
に
対
す

る
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

特
別
徴
収
の
事
務

　

毎
年
５
月
に
、
特
別
徴
収
義

　

住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
税
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

特
別
徴
収
に
つ
い
て
く
わ
し

く
は
、
税
務
課
住
民
税
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

務
者
あ
て
に
「
特
別
徴
収
税
額

決
定
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月
給

料
か
ら
徴
収
し
、
翌
月
の
10
日

ま
で
に
合
計
額
を
、
各
従
業
員

の
住
所
地
の
市
町
村
へ
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
納
期
の
特
例
に
つ
い
て

従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の
事

業
所
は
、
申
請
に
よ
り
年
12
回

の
納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

家
庭
用
・
事
業
用

  

生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金
ア
ッ
プ
！

　

町
で
は
、
ご
み
の
排
出
量
が

年
々
増
え
る
な
か
、
家
庭
や
事

業
所
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量

化
を
よ
り
一
層
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
費
の
助
成
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

４
月
よ
り
補
助
金
が
一
部
改

正
さ
れ
、
交
付
額

は
次
の
と
お
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
家
庭
用
及
び
事

業
所
用
生
ご
み
処

理
機
（
電
気
式
処

理
型
）
設
置
補
助

金
は
、
設
置
費
の

２
分
の
１
以
内
の
額
を
助
成
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
補
助
金
額
は
、
家

庭
用
は
５
万
円
、
事
業
所
用
は

10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
申
請
の
手
続

き
な
ど
く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇
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在
宅
医
療
廃
棄
物
（
注
射
器
、

注
射
針
な
ど
）
を
、
家
庭
ゴ
ミ
と

し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
注
射
器
、
注
射
針
な

ど
は
、
収
集
作
業
員
や
選
別
作

業
員
が
中
身
に
気
付
か
ず
に
負

傷
し
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。

　

在
宅
医
療
廃
棄
物
（
注
射
器
、

注
射
針
な
ど
）
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
掛
り
付
け
の
医
師
や
病

院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

収
集
作
業
員
や
選
別
作
業
員

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

在
宅
医
療
廃
棄
物

 

（
注
射
針
な
ど
）の

　
　

処
理
に
つ
い
て

か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（　

72
━
２
１
６
１
）

TEL

10
月
10
日
は

目
の
愛
護
デ
ー
で
す

「
守
り
た
い
、瞳
の
健
康
」

　

目
が
疲
れ
る
、
目
が
か
す
む
、

も
の
が
よ
く
見
え
な
い
、
目
が

充
血
す
る
、
視
野
の
一
部
が
見

え
な
い
、
目
の
中
に
虫
の
よ
う

な
も
の
が
見
え
る
等
の
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
重
要
で
す
。
目
の
愛
護

デ
ー
を
機
会
に
、
目
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
視
覚
障
害
に
悩
む
人

が
角
膜
移
植
を
受
け
て
視
力
を

回
復
で
き
る
よ
う
に
、「
愛
と
健

康
の
贈
り
も
の
」
と
し
て
、
死

後
の
献
眼
登
録
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

　

食
育
と
は
、
一
人
一
人
が
、

健
全
な
食
生
活
の
実
現
、
食
文

化
の
継
承
、
健
康
の
確
保
等
が

図
れ
る
よ
う
、
自
ら
の
食
に
つ

い
て
考
え
る
習
慣
や
食
に
関
す

る
様
々
な
知
識
と
食
を
選
択
す

る
判
断
力
を
、
楽
し
く
身
に
付

け
る
た
め
の
学
習
等
の
取
り
組

み
を
い
い
ま
す
。

　

食
育
の
日
に
は
、家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
、
食
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
の
栄
養
だ
け
で
な
く
心
の
栄

養
に
も
な
り
ま
す
。

　

献
眼
登
録
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、（
財
）和
歌
山
県
角
膜
・

腎
臓
移
植
推
進
協
会
（
℡
０
７
３

─
４
２
４
─
７
１
３
０
）
へ
。

日　時：10 月 22 日（金）
　　　　13：30 ～ 15：00
場　所：ふれ愛センター
対　象：妊婦または 1 歳
　　　　未満のお子さん
　　　　の保護者
受付期間：10 月 1 日～
　　　　　10 月 15 日
※申し込みが必要です
（先着 20 名）
持ち物：タオル 1 ～ 2 枚、
　　　　バスタオル 1枚
申込先：こひつじランド
　　　（愛之園保育園内）
　　　（℡ 72 － 2371）

プレママ＆フレッシュママ
交流事業

『ベビーマッサージ』

●国勢調査は、平成 22 年 10 月１日現在、日本
に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
●平成 22 年国勢調査は、我が国が本格的な人口
減少社会となって実施する最初の国勢調査で、
日本の未来を考えるために欠くことのできない
最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な
調査です。
●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、
社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私
たちの暮らしのために役立てられます。

調査票の記入はお済みでしょうか

総務省・和歌山県・みなべ町

●記入いただいた調査票は、記
入漏れや誤りがないか確認した
上で、封筒に入れて封をして調
査員にお渡し下さい。

10月30日（土）～31日（日）

11月3日～4日
11月3日～4日

第5回

今年もお誘い合わせて見に来てください

11月7日（日）～ 町内各会場で
　種目や参加申し込み方法などは、この広報紙と一緒にお届けした要
項をご覧ください。くわしくは、教育学習課へお問い合わせください。

11月3日（水）
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　古くて新しい病気、結核は、咳やくしゃみによって結核
菌が人から人に空気感染する病気です。もし、あなた
が、罹患しているのに知らないままでいると、周りの人た
ちにも伝染してしまう恐れがあります。早期発見が大変
重要です。また、新たな患者の半数近くは、若いころ結
核流行時を経験した65歳以上の高齢者です。この機会
にぜひ受診してください。
　なお、肺がん検診は、40歳以上から受診できます。レ
ントゲンバスの巡回場所や時間などは、この広報紙と一
緒にお届けしたチラシをご覧ください。なお、すでに医療
機関やミニドックで胸部レントゲンを受診した方は、今回
の受診は必要ありません。

　10月から医療機関（西牟婁郡、田辺市、日高郡内）で受
診できます。（自己負担が必要です）対象は20歳以上で、今
年度偶数歳の方です。今年度初めに受診を申し込んだ方、
また、ミニドックでの検診を申し込んだが受診しなかった方に
問診票を送りますので、受診してください。

医療機関での子宮・乳がん検診は
10月１日から23年3月31日まで

（平成21年2月・3月生まれ）10月６日（水）

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送っています。
　（７歳半までで未接種のお子さんも接種してください）

※10月20日は、南部中学生が思春期体験学習で健診のお
手伝いをします。

13：00～13：30１歳６か月児健診

（平成22年6月生まれ） 10月20日（水）

10月13日（水）

10月14日（木）

10月28日（木）

13：00～13：30４ か 月 児 健 診

10月1日（金）・8日（金）・15日（金）・22日（金）・29日（金）
トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

平成22年4月・5月生まれ、
平成21年10月に初回接種が完了したお子さん

13：00～13：20

生後３か月以上６か月未満のお子さん
（やむを得ない場合は１歳まで）

13：00～13：20Ｂ　　    Ｃ　      Ｇ

三 種 混 合

平成21年8月・9月生まれのお子さん
13：00～13：20麻しん風しん混合（１期）

「マタニティー＆ベビーサロン」

日　時：10月15日（金）13：30～14：30
場　所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容：①「胎児ちゃん人形」でおなかの赤ちゃんを
　　　　　イメージしよう
　　　　②出産に向けて助産師からのアドバイス
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）

10月のおひさま広場（保育所開放）
（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

（℡ 72-4520）◆南部保育所 15日（金） 10：00～11：00

25日（月） 10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所
29日（金） 13：00～14：00（℡ 76-2251）◆清川保育所

 8日（金） 10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所

ミニミニ運動会

お祭りごっこ（おみこし・獅子舞など）

21日（木）10：00～11：00◆上南部保育所外で自由遊び

13日（水） 10：00～11：00（℡ 72-2371）◆愛之園保育園
※申込必要雨天中止

18：00～21：00

　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

10月15日（金）
8：30～11：00晩稲会場前→12：00～14：00
井口食品㈱様前→14：30～17：00ふれ愛センター

（南部ライオンズクラブ・町共催）

　運動療法やアロマ、自律訓練法、リラクゼーションを取
り入れ、「心をゆるめる事により過食を防ぐ」という観点
で、楽しい教室を10回予定しています。
　健康づくり、メタボリックシンドロームの改善や予防のた
めに、ぜひご参加ください。※申し込みは不要。タオル・飲
み物・上靴を持参し、動きやすい服装でお越しください。

健康づくり  いきいき講座（どなたでも参加できます）

日時：９月29日～12月８日（毎週水曜日）
　　　午後７時～９時
場所：ふれ愛センター（東本庄）
講師：カダラ ナゼル セラピスト　岡崎仁美さん（田辺市）

「癒しのストレッチ教室」

レントゲン
バス巡回 胸部（結核・肺がん）検診

◆ 対　象　結核検診は65歳以上～
　　　　　 肺がん検診は40歳以上～
◆ 巡回日　10月20日（水）・21日（木）

受 診
無 料
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10月の消費生活相談会
8日（金）13：00～16：00
役場第1庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

10月の人権・行政・登記相談
15日（金）13：30～15：30
第１庁舎で
人権相談（人権擁護委員）

登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

22日（金）13：30～15：30
高城公民館・清川公民館
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

10月の県による巡回職業相談
28日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業
総務課（℡0738-24-2946）へ。

10月は

◆松下恭子作品展
　（～10日・ゆめよみ館）
◆上南部中、喫煙防止教室
◆南部長寿大学、町外研修Ａ班
　（奈良　唐招提寺等）

◆町内各保育所（園）・南部幼
　稚園、来年度入所（園）希望
　児募集（～22日）

◆岩代小、来年度新入学予定
　児童就学時健診（受付13：20～）
◆高城保、運動会総練習

◆南部保、クッキング
◆1歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆南部長寿大学、町外研修Ｂ班
　（奈良　唐招提寺等）

◆南部郷陸上競技大会
　（町内小学５・６年生）
◆南部中、TAIM全校発表会
◆清川中、禁煙教育
◆上南部保、運動会総練習
◆愛之園保、おひさま広場
　（保育所開放）・プチ運動会
◆ＢＣＧ、（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、
　修学旅行（6年生）（～22日）、
　社会見学（1～5年生）
◆愛之園保、お掃除大作戦eco孫爺
◆胸部検診レントゲンバス巡回
　（・21日）
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、来年度新入学予定
　児童就学時健診（受付13：00～）
◆高城小、来年度新入学予定
　児童就学時健診（受付13：00～）
◆南部中、TAIM代表者発表会

◆芸能まつり、（ふれ愛センター）
◆高城文化展・菊花展
　（～4日・高城公民館）
◆清川文化展（～4日・清川公民館）
◆清川区民運動会

◆町民ハイキング
　（5：30～・奈良県曽爾村）

◆小さな絵本＆ラミネートしお
　り展、（～20日・上南部分館）

◆高城保、おひさま広場
　（保育所開放）・お祭りごっこ

◆南部幼年長児、芋ほり

◆南部中1・2年生、遠足
◆南部幼、高校生1日保育体験
◆上南部保、南部高校生体験学習

◆高城小、通学合宿（～16日）
◆ひかり保、遠足
◆高城保、園外保育
◆南部幼、クッキング
◆三種混合、
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆南部小、通学合宿（～23日）
◆上南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・外で自由遊び
◆小さな絵本＆ラミネートしお
　り展、（～24日・ゆめよみ館）

◆上南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・お祭りごっこ
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆南部幼、秋の遠足
◆高城小、ＰＴＡ親睦スポーツ大会
◆高城保、クッキング
◆岩代小、第135回開校記念日
◆「マタニティー＆ベビーサロン」
　（13：30～・こひつじランド）
◆南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・ミニミニ運動会
◆献血（8：30～11：00晩稲会場前
　/12：00～14：00井口食品㈱様前
　/14：30～17：00ふれ愛センター）
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・第１庁舎）

◆岩代・南部小、合同芸術鑑賞
◆南部幼年長児、電車体験
◆行政相談、（13：30～・高城公民
　館、清川公民館）
◆地域子育て創生事業
　「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、ファミリー運動会
◆高城保、運動会
◆田辺年金事務所
　年金相談窓口開設
　（9：30～16：00）

◆上南部保、運動会
◆白梅幼、園庭開放日
◆第14回はあとはあとグラウン
　ドゴルフ大会（千里ヶ丘球場）

◆南部保、親子遠足

◆南部幼、運動会
◆白梅幼、運動会
◆高城小・中、合同運動会
◆清川保・小・中、合同運動会
◆南部中、環境整備作業
◆第22回梅の里社会人野球
　大会（清川球場）

◆第5回みなべ町スポーツ大会

◆岩代小学校竣工式
◆南部保、運動会
◆南部中吹奏楽部、
　ファミリーコンサート（14：00～）
◆愛之園保、秋の園庭清掃・
　運動会準備（保護者会）

第２土曜日 午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日 午前8：30～午後5：15

★須賀神社秋祭り ★東・西岩代
　八幡神社秋祭り

★鹿島神社秋祭り

★高城天宝神社秋祭り

◆南部小1・3・6年生、社会見学
◆こひつじランド第6回育児講座
　ピクニック
◆麻しん風しん混合（1期）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆岩代小、社会見学
◆南部小2・4・5年生、社会見学
◆上南部保、親子遠足
◆清川保、おひさま広場
　（保育所開放）・お祭りごっこ

◆大展覧会（～31日・生涯学習
　センター＆南部公民館）
◆上南部中、文化祭
◆高城保、親子遠足
◆愛之園保、おじいちゃん・おば
　あちゃんとのお餅つき大会
◆白梅幼、園庭開放日

★清川天宝神社秋祭り

各納期　町県民税（普通徴
収3期）/国民健康保険税（普
通徴収4期）/介護保険料（普
通徴収4期）/後期高齢者医療
保険料（普通徴収4期）

◆緑の募金
◆自動車点検整備推進運動強化月間
◆体力つくり強調月間
◆臓器移植普及推進月間
◆骨髄バンク推進月間
◆健康強調月間
◆木づかい推進月間

・法の日 ・福祉用具の日
・浄化槽の日 ・土地の日

◆里親を求める運動
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動
　（～11月30日）
◆共同募金運動（～12月31日）
◆間伐推進強化期間（～11月30日）
◆統計調査票提出促進月間
　（～12月28日）
◆３Ｒ推進月間

◆情報化月間
◆工業標準化月間
◆土地月間
◆都市緑化月間
◆住生活月間
◆全国・自然歩道を歩こう月間
◆「法の日」週間（1～7日）
◆公証週間（1～7日）

◆全国労働衛生週間（1～7日）
◆古紙リサイクル週間（3～9日）
◆全国地域安全運動（11～20日）
◆薬と健康の週間（17～23日）
◆秋の行政相談週間（18～24日）
◆高圧ガス保安活動促進週間
　（23～29日）
◆精神保健福祉普及運動（25～31日）

都市景観の日

体育の日

文化の日

統計の日

◆高城小、薬草仕分作業

◆南部小、来年度新入学予定児
　童就学時健診（受付13：00～）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

食育の日

原子力の日

製品安全点検日
石油機器点検の日

国際協力の日

国際防災の日 鉄道の日

目の愛護デー

安全・安心なまちづくりの日

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日 9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日 9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

10月の田辺年金事務所年金相談
9日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設
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10月の消費生活相談会
8日（金）13：00～16：00
役場第1庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

10月の人権・行政・登記相談
15日（金）13：30～15：30
第１庁舎で
人権相談（人権擁護委員）

登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

22日（金）13：30～15：30
高城公民館・清川公民館
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

10月の県による巡回職業相談
28日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業
総務課（℡0738-24-2946）へ。

10月は

◆松下恭子作品展
　（～10日・ゆめよみ館）
◆上南部中、喫煙防止教室
◆南部長寿大学、町外研修Ａ班
　（奈良　唐招提寺等）

◆町内各保育所（園）・南部幼
　稚園、来年度入所（園）希望
　児募集（～22日）

◆岩代小、来年度新入学予定
　児童就学時健診（受付13：20～）
◆高城保、運動会総練習

◆南部保、クッキング
◆1歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆南部長寿大学、町外研修Ｂ班
　（奈良　唐招提寺等）

◆南部郷陸上競技大会
　（町内小学５・６年生）
◆南部中、TAIM全校発表会
◆清川中、禁煙教育
◆上南部保、運動会総練習
◆愛之園保、おひさま広場
　（保育所開放）・プチ運動会
◆ＢＣＧ、（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、
　修学旅行（6年生）（～22日）、
　社会見学（1～5年生）
◆愛之園保、お掃除大作戦eco孫爺
◆胸部検診レントゲンバス巡回
　（・21日）
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、来年度新入学予定
　児童就学時健診（受付13：00～）
◆高城小、来年度新入学予定
　児童就学時健診（受付13：00～）
◆南部中、TAIM代表者発表会

◆芸能まつり、（ふれ愛センター）
◆高城文化展・菊花展
　（～4日・高城公民館）
◆清川文化展（～4日・清川公民館）
◆清川区民運動会

◆町民ハイキング
　（5：30～・奈良県曽爾村）

◆小さな絵本＆ラミネートしお
　り展、（～20日・上南部分館）

◆高城保、おひさま広場
　（保育所開放）・お祭りごっこ

◆南部幼年長児、芋ほり

◆南部中1・2年生、遠足
◆南部幼、高校生1日保育体験
◆上南部保、南部高校生体験学習

◆高城小、通学合宿（～16日）
◆ひかり保、遠足
◆高城保、園外保育
◆南部幼、クッキング
◆三種混合、
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆南部小、通学合宿（～23日）
◆上南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・外で自由遊び
◆小さな絵本＆ラミネートしお
　り展、（～24日・ゆめよみ館）

◆上南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・お祭りごっこ
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆南部幼、秋の遠足
◆高城小、ＰＴＡ親睦スポーツ大会
◆高城保、クッキング
◆岩代小、第135回開校記念日
◆「マタニティー＆ベビーサロン」
　（13：30～・こひつじランド）
◆南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・ミニミニ運動会
◆献血（8：30～11：00晩稲会場前
　/12：00～14：00井口食品㈱様前
　/14：30～17：00ふれ愛センター）
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・第１庁舎）

◆岩代・南部小、合同芸術鑑賞
◆南部幼年長児、電車体験
◆行政相談、（13：30～・高城公民
　館、清川公民館）
◆地域子育て創生事業
　「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、ファミリー運動会
◆高城保、運動会
◆田辺年金事務所
　年金相談窓口開設
　（9：30～16：00）

◆上南部保、運動会
◆白梅幼、園庭開放日
◆第14回はあとはあとグラウン
　ドゴルフ大会（千里ヶ丘球場）

◆南部保、親子遠足

◆南部幼、運動会
◆白梅幼、運動会
◆高城小・中、合同運動会
◆清川保・小・中、合同運動会
◆南部中、環境整備作業
◆第22回梅の里社会人野球
　大会（清川球場）

◆第5回みなべ町スポーツ大会

◆岩代小学校竣工式
◆南部保、運動会
◆南部中吹奏楽部、
　ファミリーコンサート（14：00～）
◆愛之園保、秋の園庭清掃・
　運動会準備（保護者会）

第２土曜日 午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日 午前8：30～午後5：15

★須賀神社秋祭り ★東・西岩代
　八幡神社秋祭り

★鹿島神社秋祭り

★高城天宝神社秋祭り

◆南部小1・3・6年生、社会見学
◆こひつじランド第6回育児講座
　ピクニック
◆麻しん風しん混合（1期）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆岩代小、社会見学
◆南部小2・4・5年生、社会見学
◆上南部保、親子遠足
◆清川保、おひさま広場
　（保育所開放）・お祭りごっこ

◆大展覧会（～31日・生涯学習
　センター＆南部公民館）
◆上南部中、文化祭
◆高城保、親子遠足
◆愛之園保、おじいちゃん・おば
　あちゃんとのお餅つき大会
◆白梅幼、園庭開放日

★清川天宝神社秋祭り

各納期　町県民税（普通徴
収3期）/国民健康保険税（普
通徴収4期）/介護保険料（普
通徴収4期）/後期高齢者医療
保険料（普通徴収4期）

◆緑の募金
◆自動車点検整備推進運動強化月間
◆体力つくり強調月間
◆臓器移植普及推進月間
◆骨髄バンク推進月間
◆健康強調月間
◆木づかい推進月間

・法の日 ・福祉用具の日
・浄化槽の日 ・土地の日

◆里親を求める運動
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動
　（～11月30日）
◆共同募金運動（～12月31日）
◆間伐推進強化期間（～11月30日）
◆統計調査票提出促進月間
　（～12月28日）
◆３Ｒ推進月間

◆情報化月間
◆工業標準化月間
◆土地月間
◆都市緑化月間
◆住生活月間
◆全国・自然歩道を歩こう月間
◆「法の日」週間（1～7日）
◆公証週間（1～7日）

◆全国労働衛生週間（1～7日）
◆古紙リサイクル週間（3～9日）
◆全国地域安全運動（11～20日）
◆薬と健康の週間（17～23日）
◆秋の行政相談週間（18～24日）
◆高圧ガス保安活動促進週間
　（23～29日）
◆精神保健福祉普及運動（25～31日）

都市景観の日

体育の日

文化の日

統計の日

◆高城小、薬草仕分作業

◆南部小、来年度新入学予定児
　童就学時健診（受付13：00～）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

食育の日

原子力の日

製品安全点検日
石油機器点検の日

国際協力の日

国際防災の日 鉄道の日

目の愛護デー

安全・安心なまちづくりの日

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日 9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日 9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

10月の田辺年金事務所年金相談
9日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設


